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『
和
歌
一
字
抄
』
に
み
え
る
源
行
宗
詠
を
め
ぐ
っ
て

―
輔
仁
親
王
と
源
有
仁
に
お
よ
ぶ
―

芦

田

耕

一

は
じ
め
に

平
安
後
期
の
歌
人
に
源
行
宗
（
一
〇
六
四
～
一
一
四
三
）
が
い
る

（
１
）。
父
は
従
二
位
参
議
基
平
（
一
〇
二
六
～
六
四
）
で
あ
り
、
曽

祖
父
に
三
条
天
皇
（
九
七
六
～
一
〇
一
七
）、
祖
父
に
小
一
条
院
敦
明

親
王
（
九
九
四
～
一
〇
五
一
）
を
も
つ
三
条
源
氏
で
あ
る
。
白
河
院

（
一
〇
五
三
～
一
一
二
九
）
の
側
近
で
あ
り
、
崇
徳
天
皇
（
一
一
一

九
～
六
四
）
歌
壇
で
は
長
老
格
と
し
て
活
躍
し
た
。
兄
に
行
尊
大
僧

正
（
一
〇
五
五
～
一
一
三
五
）、
姉
に
後
三
条
天
皇
女
御
の
基
子
（
一

〇
四
七
～
一
一
三
四
）
が
い
る
。
従
三
位
、
非
参
議
、
修
理
大
夫
・

大
蔵
卿
・
越
前
権
守
な
ど
を
歴
任
し
、
和
歌
事
績
と
し
て
は
、『
金
葉

集
』
に
七
首
、『
詞
花
集
』
一
首
、『
千
載
集
』
二
首
、『
新
古
今
集
』

三
首
入
集
な
ど
、
そ
し
て
多
く
の
歌
合
等
に
も
参
加
し
、
家
集
に
『
行

宗
集
（
源
大
府
卿
集
）』
が
存
し
、
ま
た
六
条
藤
家
藤
原
清
輔
（
一
一

〇
八
～
七
七
）
撰
の
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
七
月
ま
で
の
成
立
と

さ
れ
る
『
続
詞
花
集
』
に
六
首
入
集
す
る
な
ど
ひ
と
か
ど
の
歌
人
で

あ
る
。
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
、
同
じ
清
輔
撰
の
『
和
歌
一
字

抄
』（
以
下
、『
一
字
抄
』
と
略
す
）
に
実
に
多
く
採
収
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。『
一
字
抄
』
に
お
け
る
そ
の
事
由
を
行
宗
と
縁
戚
関
係

に
あ
る
輔
仁
親
王
・
源
有
仁
父
子
を
絡
ま
せ
て
論
じ
、
か
つ
歌
稿
入

手
の
問
題
を
明
ら
め
て
い
き
た
い
。

歌
学
書
と
し
て
撰
集
さ
れ
た
『
一
字
抄
』
は
久
安
六
年
（
一
一
五

〇
）
一
二
月
八
日
以
降
、
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
五
月
二
八
日
以

前
の
成
立
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
あ
る
一
字

（
ま
た
は
二
字
）
を
標
目
と
し
て
、
上
巻
一
〇
〇
項
目
、
下
巻
は
九

五
項
目
に
選
別
し
、
そ
の
字
を
含
む
結
題
（
ま
た
は
複
合
題
）
お
よ
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び
そ
の
題
に
よ
る
和
歌
を
挙
げ
た
も
の
で
、
作
歌
の
便
宜
に
資
す
る

手
引
書
、
あ
る
い
は
秀
歌
撰
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存

伝
本
は
、
清
輔
の
手
に
よ
る
形
を
留
め
、
後
代
の
増
補
歌
を
含
ま
な

い
と
さ
れ
る
原
撰
本
系
統
（
上
巻
の
み
。
二
系
統
。
四
五
一
～
四
七

四
首
）、
藤
原
定
家
の
歌
一
〇
首
ほ
ど
が
増
補
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
中

間
本
系
統
（
下
巻
の
み
。
一
系
統
。
四
八
〇
首
）、
そ
し
て
増
補
本
系

統
（
上
下
二
巻
。
五
系
統
。
一
一
七
〇
首
前
後
）
と
三
分
類
さ
れ
る

が
、
と
り
わ
け
増
補
本
系
統
は
清
輔
自
ら
に
よ
る
追
補
に
加
え
て
裏

書
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
鎌
倉
時
代
以
降
の
歌
等
が
増
補
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
和
歌
一
字
抄
研
究
会
に
よ
る
『
校

本
和
歌
一
字
抄

付
索
引
・
資
料
』
が
刊
行
さ
れ
、
原
撰
本
系
統
四
本
、

中
間
本
系
統
二
本
、
増
補
本
系
統
二
二
本
と
現
存
す
る
伝
本
の
ほ
ぼ

す
べ
て
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て

大
き
い
。

一

『
一
字
抄
』
で
の
行
宗
の
入
集
歌
数
は
三
八
首
（
集
内
の
重
出
歌

二
首
を
含
む
）
と
多
く
を
数
え
る
。
増
補
本
系
統
を
底
本
と
す
る
『
新

編
国
歌
大
観
』
で
は
「
異
本
歌
」
を
除
く
総
歌
数
は
一
一
七
二
首
で

あ
る
が
、『
一
字
抄
』
で
二
〇
首
以
上
入
集
す
る
歌
人
と
そ
の
歌
数
を

挙
げ
て
み
よ
う
。（

）
は
集
内
の
重
出
歌
数
で
あ
る
。

源
俊
頼

一
四
三
首
（
一
五
首
）

藤
原
顕
季

一
一
一
首
（
一

二
首
）

藤
原
定
家

四
二
首
（
な
し
）

源
経
信

三
七
首

（
一
首
）

大
江
匡
房

三
四
首
（
四
首
）

藤
原
忠
通

二

八
首
（
な
し
）

定
家
詠
は
増
補
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
成
立
時
に
存
命
す
る
の
は
藤
原

忠
通
だ
け
で
あ
る
。
顕
季
と
匡
房
は
と
も
に
白
河
院
の
近
臣
で
あ
る
。

当
代
歌
人
と
し
て
は
行
宗
は
俊
頼
、
顕
季
に
次
い
で
採
収
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
二
〇
首
以
下
の
主
要
歌
人
を
取
り
挙

げ
て
み
る
と
、
藤
原
範
永
は
一
九
首
（
一
首
）、
藤
原
公
実
一
七
首
（
な

し
）、
良
暹
一
七
首
（
一
首
）、
藤
原
実
行
一
六
首
（
一
首
）、
白
河
院

一
四
首
（
四
首
）、
源
頼
家
一
四
首
（
な
し
）、
崇
徳
院
一
三
首
（
な

し
）、
源
有
仁
一
三
首
（
な
し
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
実
行
と
崇
徳
院

が
存
命
で
あ
る
。
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

行
宗
よ
り
も
入
集
歌
数
は
少
な
く
、
さ
ら
に
存
命
の
清
輔
父
顕
輔
は

一
一
首
（
な
し
）
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

集
内
の
重
出
歌
を
除
く
行
宗
の
三
六
首
の
う
ち
、『
行
宗
集
』
に
は

八
首
入
集
し
（
う
ち
一
首
は
『
金
葉
集
』
に
重
出
）、『
一
字
抄
』
成

立
以
前
の
歌
集
等
で
は
『
金
葉
集
』
に
一
首
が
入
集
す
る
だ
け
で
あ

る
。『

行
宗
集
』
は
三
六
九
首
か
ら
成
り
、
未
整
理
な
と
こ
ろ
も
あ
る
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が
自
撰
家
集
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
「
長
承
元
年
十
二
月

炎
上
之
後
随
思
出
書
之
」
と
特
記
さ
れ
、
晩
年
の
長
承
元
年
（
一
一

三
二
）
一
二
月
の
邸
宅
炎
上
で
歌
稿
を
焼
失
し
て
い
る
。
内
容
は
大

き
く
三
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
は
、「
随
思
出
書
之
」
の
詠
歌
（
一
～

七
一
番
）、
そ
し
て
炎
上
後
か
ら
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
五
月
こ
ろ

ま
で
の
詠
歌
（
七
二
～
一
八
二
番
）
か
ら
成
り
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
配

列
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
は
「
百
首
」
と
記
し
、
堀
河
院
百
首
題
に

よ
る
崇
徳
天
皇
初
度
百
首
歌
群
（
一
八
三
～
二
八
〇
番
）
で
あ
り
、

第
三
部
は
天
承
二
年
～
保
延
元
年
（
一
一
三
二
～
三
五
）
こ
ろ
の
雑

纂
的
歌
群
（
二
八
一
～
三
六
九
番
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
行
宗
集
』
と
『
一
字
抄
』
に
共
通
す
る
八
首
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

歌
と
歌
題
が
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
が
あ
り
、
歌
を
省
略
し
て
詞
書

部
分
だ
け
を
挙
げ
て
み
る
と
、

『
行
宗
集
』
九
七
番
「
翫
名
月
右
近
馬
場
」

→
『
一
字
抄
』
七
七
八
番
「
翫
」
項
「
翫
名
月
」

（
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
源
大
府
卿
集
』
に
は
み
え
な
い
）

『
行
宗
集
』
二
九
二
番
「
暁
添
虫
声
」

→
『
一
字
抄
』
三
三
四
番
「
添
」
項
「
暁
添
虫
声
」

（『
源
大
府
卿
集
』
は
異
同
な
し
）

『
行
宗
集
』
三
〇
九
番
「
菊
花
臨
水
」

→
『
一
字
抄
』
六
四
五
番
「
臨
」
項
「
菊
花
臨
水
」

（『
源
大
府
卿
集
』
は
異
同
な
し
）

で
あ
る
。
九
七
番
歌
は
『
金
葉
集
』
秋
に
「
翫
名
月
と
い
へ
る
こ
と

を
よ
め
る
」
と
し
て
入
集
す
る
。「
右
近
馬
場
」
は
歌
会
の
場
所
で
あ

ろ
う
。

次
に
、
ほ
ぼ
同
じ
歌
題
と
考
え
ら
れ
る
例
を
挙
げ
る
。

『
行
宗
集
』
九
一
番
「
郭
公
声
稀
院
」

→
『
一
字
抄
』
三
一
七
番
「
稀
希
」
項
「
時
鳥
声
稀
」

（『
源
大
府
卿
集
』
に
は
み
え
な
い
）

『
行
宗
集
』
三
二
二
番
「
ゆ
ふ
べ
の
か
ぜ
す
だ
れ
を
う
ご
か
す
」

→
『
一
字
抄
』
六
二
九
番
「
動
」
項
「
晩
風
動
簾
」

（『
源
大
府
卿
集
』
は
異
同
な
し
）

『
行
宗
集
』
三
二
三
番
「
わ
づ
か
に
み
る
こ
ひ
」

→
『
一
字
抄
』
九
二
八
番
「
纔
」
項
「
纔
見
恋
」

（『
源
大
府
卿
集
』
は
異
同
な
し
）

九
一
番
歌
の
「
郭
公
」
と
「
時
鳥
」
の
違
い
は
、
と
も
に
『
一
字
抄
』

に
頻
出
す
る
の
で
適
宜
使
い
分
け
て
い
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。「
院
」
は

白
河
院
か
。
行
宗
と
同
時
代
人
で
同
題
で
の
歌
が
『
続
詞
花
集
』
夏

に
、

郭
公
声
希
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
け
る

藤
原
忠
清

た
ま
さ
か
に
あ
ふ
さ
か
山
の
郭
公
何
か
か
た
ら
ふ
た
え
ま
が
ち
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な
り
（
一
二
八
）

と
あ
る
。
忠
清
は
清
綱
男
、
正
五
位
下
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）

生
、
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
出
家
、
没
年
未
詳
で
あ
る
。
三
二
二

番
歌
は
「
ゆ
ふ
べ
」
を
「
晩
」
と
す
る
が
、『
一
字
抄
』
で
は
「
夕
」

「
晩
」
と
も
に
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
九
一
番
歌
と
同
様
の
事
情

で
あ
ろ
う
。
三
二
三
番
歌
は
文
字
遣
い
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。

問
題
に
な
る
歌
二
首
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

『
行
宗
集
』
九
番
に
、

晩
見
残
菊
内
府

い
つ
し
か
と
あ
さ
と
を
あ
け
て
菊
の
は
な
つ
き
の
ひ
か
り
の
さ

す
ま
で
ぞ
み
る

と
あ
る
。『
源
大
府
卿
集
』
に
は
み
え
な
い
。「
内
府
」
は
永
保
三
年

（
一
〇
八
三
）
か
ら
没
年
ま
で
内
大
臣
の
任
に
あ
っ
た
藤
原
師
通
（
一

〇
六
二
～
九
九
）
で
あ
ろ
う
。「
残
菊
」
は
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て

咲
い
て
い
る
菊
の
こ
と
を
い
い
、
朝
か
ら
夜
ま
で
菊
を
賞
美
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
「
晩
」
に
限
定
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
確
で
は

な
い
。
こ
れ
は
『
一
字
抄
』
二
八
〇
番
「
終
」
項
に
「
終
日
対
菊
」

と
し
て
歌
詞
に
異
同
な
く
み
え
、「
終
日
」
は
相
応
し
い
謂
い
で
あ
る
。

い
ま
、
一
首
は
『
行
宗
集
』
三
五
五
番
で
あ
る
。
三
五
四
番
歌
と

当
歌
に
歌
題
は
な
く
、
三
五
三
番
歌
に
「
は
じ
め
て
う
ぐ
ひ
す
を
き

く
」
と
み
え
、
三
五
三
番
歌
と
三
五
四
番
歌
は
歌
題
に
適
っ
て
い
る

が
、
行
宗
詠
は
、

ゆ
ふ
か
け
て
い
く
た
の
も
り
の
す
ず
し
き
は
風
こ
そ
秋
の
つ
か

ひ
な
り
け
れ

で
あ
り
、
歌
題
と
ま
っ
た
く
異
な
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。『
源
大
府
卿

集
』
に
は
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
み
え
る
。
当
歌
は
『
一
字
抄
』
で

は
「
告
」
項
の
八
二
九
番
に
あ
る
が
、
同
じ
歌
題
の
八
二
六
番
歌
か

ら
挙
げ
て
説
明
し
て
い
こ
う
。

草
花
告
秋

源
縁

さ
き
に
け
り
口
な
し
色
の
を
み
な
へ
し
い
は
ね
ど
し
る
し
秋
の

け
し
き
は
（
八
二
六
）

同
題

雅
兼
卿

咲
初
む
る
朝
の
原
の
を
み
な
へ
し
秋
を
し
ら
す
る
妻
に
ぞ
有
り

け
る
（
八
二
七
）

同
二
首
同
座

顕
季
卿

露
む
す
ぶ
秋
に
は
は
や
く
成
り
に
け
り
浅
茅
が
原
の
う
つ
ろ
ふ

見
れ
ば
（
八
二
八
）

同

行
宗
卿

二
ゆ
ふ
か
け
て
い
く
田
の
森
の
涼
し
き
は
風
こ
そ
秋
の
使
な
り
け

れ
（
八
二
九
）

『
一
字
抄
』
で
は
行
宗
詠
は
こ
の
「
草
花
告
秋
」
に
相
応
し
い
歌
と

な
っ
て
い
る
。
実
は
こ
の
歌
題
で
詠
ま
れ
た
歌
会
が
存
す
る
の
で
あ
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る
。『
長
秋
記
』
の
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
一
〇
日
条
に
、

院
北
面
和
歌
・
也
（
中
略
）
講
師
家
俊
朝
臣
、
講
了
分
散
、
人

脱
カ

々
皆
宿
衣
也
、
題
者
行
宗
朝
臣
、
題
云
、
草
花
告
秋
、
抑
於
此

殿
未
有
和
歌
会
、
加
之
中
宮
皇
子
等
御
座
尤
可
被
用
祝
題
也
、

而
無
其
儀
如
何
、
仍
下
官
加
祝
自
読
和
歌
之
、
其
詞
云
、

イ
无

は
な
す
ゝ
き
け
ふ
そ
ほ
に
い
て
ゝ
よ
ろ
つ
よ
の
は
つ
あ
き
風
を

ひ
と
に
し
ら
す
る

と
あ
る
。「
院
北
面
」
は
院
御
所
の
某
邸
の
北
面
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
院
御
所
に
つ
い
て
は
、
こ
の
歌
会
に
出
席
し
て
い
る
藤
原
成
通

（
一
〇
九
七
～
一
一
六
二
）
の
『
成
通
集
』
に
、

同
じ
御
方
に
て
草
花
告
秋
と
い
ふ
心
を

花
薄
ま
だ
ほ
に
い
で
ぬ
宿
な
ら
ば
け
ふ
ま
で
秋
を
し
ら
ず
や
あ

ら
ま
し
（
三
）

と
あ
り
、
同
じ
歌
題
で
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
同
じ
御
方
」
は
当
歌
の

直
前
の
「
三
条
殿
に
中
宮
お
は
し
ま
し
し
に
、
そ
の
御
方
に
て
人
人

月
の
心
を
よ
み
し
に
」（
二
）
と
あ
る
「
三
条
殿
」
を
指
す
。「
三
条

殿
」
は
白
河
院
御
所
の
「
三
条
西
殿
」
で
あ
ろ
う
。
鳥
羽
天
皇
中
宮

の
待
賢
門
院
藤
原
璋
子
所
生
の
第
一
皇
子
顕
仁
親
王
（
崇
徳
天
皇
）

が
元
永
二
年
五
月
二
八
日
に
誕
生
し
た
の
も
こ
の
御
所
で
あ
り
、
大

治
四
年
七
月
七
日
に
白
河
院
が
崩
じ
た
の
も
こ
の
西
対
北
面
で
あ
っ

た
（
２
）
。『
長
秋
記
』
に
い
う
「
院
北
面
和
歌
」
は
三
条
西
殿
西
対
北

面
で
行
な
わ
れ
た
歌
会
で
あ
り
、「
中
宮
皇
子
」
は
藤
原
璋
子
と
顕
仁

親
王
で
あ
る
。
こ
の
歌
会
を
詳
し
く
窺
う
に
、
講
師
は
源
家
俊
、
題

者
は
行
宗
、
歌
題
は
「
草
花
告
秋
」
で
あ
っ
た
。
歌
人
は
『
長
秋
記
』

の
中
略
部
分
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
源
顕
通
・
藤
原
実
隆
・
源
雅

定
・
藤
原
実
行
・
藤
原
顕
季
・
藤
原
通
季
・
藤
原
長
実
・
藤
原
経
忠

・
藤
原
家
保
・
藤
原
伊
通
・
源
行
宗
・
源
有
賢
・
源
雅
兼
・
藤
原
実

能
・
源
家
俊
・
藤
原
成
通
・
藤
原
清
隆
・
藤
原
重
通
・
源
師
時
の
総

勢
一
九
名
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
白
河
院
近
臣
近
習
で
あ
る
。

『
一
字
抄
』
の
八
二
六
～
八
二
九
番
歌
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
八

二
六
番
歌
の
源
縁
は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
和
歌
事
績
で
は
永
保

二
年
（
一
〇
八
二
）
四
月
二
九
日
の
「
出
雲
守
経
仲
歌
合
」
に
歌
人

と
し
て
参
加
し
た
の
が
知
ら
れ
る
最
後
で
あ
り
、
こ
の
歌
会
に
は
名

前
が
み
ら
れ
ず
既
に
没
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
歌
は
『
金
葉
集
』

秋
に
「
お
な
じ
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」
と
し
て
入
集
す
る
（
一
六
九
）

が
、『
金
葉
集
』
の
直
前
の
一
六
八
番
が
他
な
ら
ぬ
源
雅
兼
（
一
〇
七

九
～
一
一
四
三
）
詠
の
八
二
七
番
歌
で
あ
り
、「
草
花
告
秋
と
い
へ
る

こ
と
を
よ
め
る
」
と
し
て
入
集
す
る
。
す
な
わ
ち
『
一
字
抄
』
で
は
、

『
金
葉
集
』
と
歌
順
は
逆
で
あ
る
が
両
歌
は
並
置
さ
れ
て
い
る
。
八

二
八
番
歌
は
『
顕
季
集
』
に
「
草
花
告
秋

院
人
人
」
と
み
え
、
白

河
院
近
臣
近
習
と
の
歌
会
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
八
二
九
番
歌
の
行

宗
詠
は
歌
題
に
相
応
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
の
詠
歌
と
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考
え
て
も
間
違
い
は
な
い
。
な
お
、
行
宗
は
こ
の
歌
会
で
は
題
者
と

な
っ
て
い
る
が
、
題
者
が
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
た
と
え
ば
永
承
四
年

（
一
〇
四
九
）
一
一
月
九
日
の
「
内
裏
歌
合
」
の
式
部
大
輔
藤
原
資

業
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
四
月
二
八
日
の
「
内
裏
歌
合
」
の
藤

原
実
政
な
ど
に
そ
の
先
例
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
こ
の
歌
会
で
の
詠
歌
が
八
二
七
～
八
二
九

番
と
三
首
並
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
清
輔
は
『
金
葉
集
』
か
ら
採

り
入
れ
た
源
縁
詠
、
源
縁
詠
と
同
時
詠
で
は
な
い
が
同
題
で
あ
る
ゆ

え
に
雅
兼
詠
を
次
に
置
き
、
そ
し
て
こ
れ
と
顕
季
詠
と
行
宗
詠
と
が

同
時
詠
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
並
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、こ
れ
ら
に
付
さ
れ
て
い
る「
同
題
」「
同
二
首
同
座
」「
同
」

二

を
ど
う
扱
え
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
二
首
同
座
」「
二
」
は
注
記

か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
注
記
自
体
が
後
人
筆
か
清
輔
筆
か
と
い
う

や
っ
か
い
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。「
二
」
に
つ
い
て
は
付
さ
れ
て

い
る
本
も
少
な
く
、
そ
の
意
味
も
不
明
で
あ
る
。「
二
首
同
座
」
は
「
二

首
座
」
と
す
る
本
も
多
く
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
二
首
は
同
じ
場

で
詠
ま
れ
た
と
い
う
注
で
あ
ろ
う
。二
首
と
は
ど
れ
を
さ
す
の
か
。『
校

本
和
歌
一
字
抄
』
は
「
八
二
七
の
左
注
か
」
と
す
る
が
、
前
述
し
た

よ
う
に
八
二
六
番
歌
と
八
二
七
番
歌
は
同
時
詠
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

八
二
七
番
歌
と
八
二
八
番
歌
か
、
あ
る
い
は
八
二
八
番
歌
と
八
二
九

番
歌
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
八
二
七
～
八
二

九
番
歌
が
同
時
詠
と
い
う
注
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
は
だ
不
審
で

あ
り
、
後
人
の
さ
か
し
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
来
の

か
た
ち
は
「
同
題
」「
同
」「
同
」
で
あ
り
、
こ
れ
だ
と
八
二
六
番
歌

と
の
区
別
は
明
確
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
な
り
に
理
解
は
な
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
同
題
」「
同
座
」「
同
」
と
で
も
記
す
こ
と
も

で
き
た
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
行
宗
の
『
一
字
抄
』
八
二
九
番
歌
は
、『
行
宗
集
』
三
五

五
番
に
「
は
じ
め
て
う
ぐ
ひ
す
を
き
く
」
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で

は
相
応
し
く
な
い
の
で
、
清
輔
は
し
か
る
べ
き
資
料
に
よ
り
正
し
い

歌
題
を
知
り
『
一
字
抄
』
に
入
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
八
二
七
～
八
二

九
番
歌
が
同
時
詠
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。

叙
上
の
よ
う
に
、『
行
宗
集
』
と
『
一
字
抄
』
の
共
通
歌
八
首
を
検

討
し
て
き
た
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
が
あ
り
、
ま
た
用
字
を
変
え

た
り
、
相
応
し
い
歌
題
に
変
え
て
入
集
す
る
例
も
み
う
け
ら
れ
た
が
、

基
本
的
に
は
『
行
宗
集
』
に
依
拠
し
た
と
考
え
て
も
大
過
な
い
で
あ

ろ
う
。

二

行
宗
の
『
一
字
抄
』
入
集
詠
に
お
い
て
他
出
を
確
認
で
き
な
い
歌



- 7 -

は
実
数
二
八
首
と
な
る
が
、
清
輔
は
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
注
目
し
た
い
人
物
は
行
宗
男
の
雅
重
（
一
一
〇
四
～
六
三
）

で
あ
る
。
正
五
位
下
、
斎
院
長
官
・
中
務
大
輔
・
因
幡
権
守
・
紀
伊

守
な
ど
を
歴
任
し
、
歌
人
と
し
て
は
、『
千
載
集
』
に
一
首
、『
続
詞

花
集
』
に
三
首
入
集
程
度
で
、
こ
の
限
り
で
は
顕
著
な
和
歌
事
績
を

残
し
て
い
な
い
。
清
輔
と
の
関
係
で
は
、『
清
輔
集
』
に
、

雅
重
朝
臣
ま
ん
え
ふ
集
を
か
り
て
、
は
か
な
く
み
ま
か
り
に

け
れ
ば
、
か
の
あ
と
を
尋
ね
た
る
に
、
か
へ
し
つ
か
は
さ
む

と
て
消
息
か
き
ぐ
し
て
お
き
た
り
け
る
を
、
か
く
な
む
と
い

へ
り
け
る
を
見
て
、
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

浜
千
鳥
は
か
な
き
跡
を
ふ
み
お
き
て
み
は
い
づ
か
た
の
雲
に
き

え
け
ん
（
三
五
一
）

と
あ
り
、『
万
葉
集
』
を
重
ん
じ
る
清
輔
が
貸
与
す
る
ほ
ど
に
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
清
輔
が
主
催
す
る
永
暦

元
年
（
一
一
六
〇
）
七
月
催
行
「
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌

合
」
に
お
け
る
歌
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
師
光
家
百
首
」
か
ら
の
撰

歌
合
で
あ
り
、
歌
人
は
一
四
名
、
一
〇
題
（
一
字
題
）、
三
五
番
、
判

者
は
源
通
能
で
、
後
に
二
条
天
皇
が
勅
判
を
加
え
た
と
思
し
い
。
雅

重
は
、
清
輔
（
一
一
首
）、
僧
俊
恵
（
一
一
首
）、
僧
顕
昭
（
八
首
）、

入
道
空
仁
（
七
首
）、
藤
原
敦
頼
（
七
首
）
に
次
い
で
六
首
採
ら
れ
て

お
り
、
一
勝
三
負
二
持
の
成
績
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
ケ
月
後
の
八
月

に
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
催
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
証
本
が
残
っ
て

お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
雅
重
詠
が
二
首
み
ら

れ
る
。
永
暦
二
年
七
月
の
「
二
条
天
皇
内
裏
百
首
」
に
は
、
二
条
天

皇
・
藤
原
重
家
・
藤
原
範
兼
・
源
通
能
・
藤
原
定
隆
ら
と
と
も
に
雅

重
も
出
詠
し
て
い
る
。
そ
し
て
清
輔
が
初
め
て
二
条
天
皇
歌
壇
に
交

わ
る
こ
と
を
得
た
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
三
月
七
日
の
内
裏
歌
会

に
は
、
範
兼
・
藤
原
俊
成
・
重
家
・
源
有
房
・
二
条
院
讃
岐
ら
と
と

も
に
雅
重
も
列
席
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

叙
上
の
よ
う
に
、
雅
重
は
清
輔
と
同
様
に
二
条
天
皇
と
の
親
密
な

結
び
つ
き
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
清
輔
と
同
世
代
（
雅
重
が
四
歳
年

上
）
で
あ
り
、
か
つ
父
行
宗
が
顕
季
・
顕
輔
と
親
交
を
結
ん
で
お
り

（
後
述
）、
二
人
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
雅
重

詠
は
『
一
字
抄
』
に
は
入
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仁
平
四
年

（
一
一
五
四
）
五
月
二
八
日
以
前
の
成
立
さ
れ
る
『
一
字
抄
』
の
こ

ろ
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
雅
重
の
和
歌
事
績
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
仁
平
元
年
の
撰
進
と
さ
れ
る
顕
輔

撰
『
詞
花
集
』
に
み
ら
れ
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。
入
集
す
る
の
は

『
続
詞
花
集
』
で
あ
る
が
、
成
立
の
二
年
ほ
ど
前
に
雅
重
は
没
し
て

い
る
。『
続
詞
花
集
』
に
入
集
す
る
全
三
首
を
挙
げ
る
と
、
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（
題
し
ら
ず
）

源
雅
重
朝
臣

吉
野
山
こ
と
し
を
花
の
き
は
と
み
て
い
く
よ
の
春
を
す
ぐ
し
き

つ
ら
ん
（
五
七
）

内
裏
百
首
歌
に
、は
じ
め
の
恋
の
心
を
よ
め
る源

雅
重
朝
臣

我
が
恋
は
岩
ま
を
く
ぐ
る
山
水
の
も
ら
す
に
つ
け
て
袖
ぞ
ぬ
れ

け
る
（
四
九
一
）

（
題
し
ら
ず
）

源
雅
重
朝
臣

我
が
身
は
さ
そ
ふ
水
ま
つ
う
き
草
の
跡
た
え
ぬ
と
も
た
れ
か
尋

ね
ん
（
八
九
〇
）

で
あ
る
。
一
首
目
は
出
典
不
明
。
二
首
目
は
「
二
条
天
皇
内
裏
百
首
」

詠
で
あ
ろ
う
。
三
首
目
は
前
述
の
永
暦
元
年
七
月
の
「
太
皇
太
后
宮

大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合
」
詠
で
あ
り
、「
述
懐
」
で
次
の
よ
う
に
み
え

る
。

三
十
五
番

左
持

雅
重

わ
れ
が
身
は
さ
そ
ふ
水
ま
つ
浮
草
の
あ
と
た
え
ぬ
と
も
誰
か
た

づ
ね
ん
（
六
九
）

右

清
輔
朝
臣

う
き
な
が
ら
今
は
と
な
れ
ば
を
し
き
身
を
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
い

と
ひ
つ
る
か
な
（
七
〇
）

と
も
に
神
妙
な
り

清
輔
と
番
わ
さ
れ
て
引
き
分
け
に
な
っ
て
い
る
。「
我
が
身
は
」
詠
の

入
る
「
雑
下
」
部
は
歌
題
だ
け
を
挙
げ
る
例
は
な
い
が
、
当
歌
合
が

一
字
題
で
あ
る
た
め
に
具
体
的
に
述
べ
ず
に
、
た
だ
「
題
し
ら
ず
」

と
し
て
入
集
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

雅
重
の
『
続
詞
花
集
』
三
首
入
集
は
、
源
雅
兼
・
良
暹
・
源
頼
家

の
各
三
首
、
源
雅
定
の
二
首
と
い
う
著
名
な
歌
人
の
入
集
数
か
ら
す

れ
ば
か
な
り
厚
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
か
ら
清
輔
の
行
宗
詠
入
手
に
雅
重
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は

推
察
さ
れ
よ
う
。
行
宗
没
時
に
は
清
輔
は
三
十
六
歳
の
壮
年
で
あ
り
、

顕
季
・
顕
輔
と
親
し
い
行
宗
か
ら
直
接
家
集
等
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
行
宗
没
の
七
～
一
一
年
後
の
『
一
字
抄
』
の

編
纂
、
あ
る
い
は
和
歌
資
料
集
成
的
な
歌
書
（
後
述
）
を
企
図
し
た

こ
と
に
よ
り
、
雅
重
か
ら
未
整
理
で
あ
る
家
集
も
含
め
て
多
く
の
歌

稿
の
提
供
を
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
後
の
六
首
入

集
す
る
『
続
詞
花
集
』
の
撰
集
資
料
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
（
三
首
は
『
行
宗
集
』
に
入
集
し
、
三
首
は
独
自
歌
で
あ
る
）。

行
宗
・
雅
重
父
子
の
仲
は
良
好
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。『
行
宗
集
』
に
、

正
月
七
日
、
因
幡
権
守
雅
重
わ
か
な
つ
か
は
す
と
て

う
ち
た
の
む
き
み
が
よ
は
ひ
の
お
い
ぬ
れ
ば
ま
づ
そ
の
た
め
に

わ
か
な
を
ぞ
つ
む
（
一
二
五
）

か
へ
し
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お
い
の
み
の
か
た
み
に
も
せ
よ
わ
か
な
つ
む
と
し
の
か
ず
を
ば

君
に
ゆ
づ
ら
む
（
一
二
六
）

と
み
え
る
。
配
列
上
で
は
、
第
一
部
の
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
一

二
月
（
一
〇
八
番
）
か
ら
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
一
一
月
（
一
二

九
番
）
の
間
に
あ
り
、
行
宗
七
十
～
七
十
二
歳
で
あ
る
。
父
の
さ
ら

な
る
長
命
を
寿
ぐ
子
に
対
し
て
、
父
は
子
に
後
事
を
託
す
べ
く
長
寿

を
祈
っ
て
い
る
。

三

こ
こ
で
、
雅
重
に
関
わ
る
人
物
を
二
人
取
り
挙
げ
、
か
つ
清
輔
の

か
れ
ら
に
対
す
る
感
懐
を
も
絡
ま
せ
て
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
左
大
臣
源
有
仁
（
一
一
〇
三
～
四
七
）
で
あ
る
（
３
）
。
有
仁

の
父
は
後
三
条
天
皇
の
第
三
皇
子
輔
仁
親
王
で
あ
り
、
輔
仁
の
母
は

行
宗
の
姉
基
子
で
あ
る
。
さ
ら
に
輔
仁
は
行
宗
女
と
結
婚
し
て
い
る
。

た
だ
し
有
仁
の
母
は
行
宗
女
で
は
な
く
、
源
師
房
の
四
男
師
忠
女
で

あ
る
。
こ
の
縁
戚
関
係
に
よ
る
の
だ
ろ
う
、
雅
重
は
有
仁
に
近
侍
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
文
氏
が
『
台
記
』
に
よ
り

詳
述
し
て
い
る
（
４
）

が
、
ご
く
簡
略
に
紹
介
す
る
と
、
有
仁
邸
に
赴

い
た
内
大
臣
源
頼
長
を
雅
重
が
出
迎
え
、
帰
途
に
つ
く
頼
長
に
有
仁

の
命
を
う
け
た
雅
重
が
笙
の
手
本
を
差
し
入
れ
て
い
る
、
有
仁
の
大

饗
に
頼
長
が
訪
れ
た
際
に
雅
重
が
主
人
の
沓
を
と
っ
て
い
る
、
頼
長

が
有
仁
の
生
前
に
借
覧
し
た
式
草
を
雅
重
を
通
し
て
有
仁
の
未
亡
人

に
返
却
し
て
い
る
な
ど
、
頼
長
が
関
わ
る
事
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、

そ
の
様
を
窺
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
齢
的
に
も
、
一
歳
違
い
で

あ
り
、
有
仁
は
雅
重
を
重
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
院
政
政
権
に
よ

っ
て
権
力
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
有
仁
を
雅
重
が
支
え
て
い
た
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
有
仁
の
和
歌
事
績
を
み
よ
う
。

『
一
字
抄
』
以
前
の
『
金
葉
集
』
に
九
首
、『
詞
花
集
』
一
首
、
以

後
の
『
千
載
集
』
五
首
、『
新
古
今
』
三
首
入
集
し
て
お
り
、
そ
れ
な

り
の
歌
人
で
あ
る
。『
一
字
抄
』
に
は
「
花
園
左
大
臣
」「
仁
和
寺
左

府
」
と
し
て
一
三
首
採
ら
れ
て
お
り
（
集
内
の
重
出
歌
は
な
し
）、
こ

れ
は
崇
徳
院
と
同
数
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
金
葉
集
』
入
集
が
四
首
、

『
詞
花
集
』
は
一
首
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
一
字
抄
』
と
歌
題
等
に

ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
く
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
採
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

残
り
の
八
首
が
独
自
歌
と
な
る
。『
続
詞
花
集
』
に
は
三
首
入
集
す
る

（
以
前
の
歌
集
に
は
み
ら
れ
な
い
）。
有
仁
に
は
家
集
が
存
し
た
よ
う

で
あ
り
、『
一
字
抄
』
五
二
九
番
歌
が
『
夫
木
抄
』
夏
部
二
の
「
郭
公
」

に
、

御
集
、
一
字
抄

花
薗
左
大
臣

た
ど
り
ゆ
く
し
が
の
山
ぢ
を
う
れ
し
く
も
わ
れ
に
か
た
ら
ふ
ほ
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と
と
ぎ
す
か
な
（
二
八
〇
八
）

と
み
え
る
。『
一
字
抄
』
に
歌
題
が
「
行
路
時
鳥
」
と
あ
る
以
外
に
異

同
は
な
い
。「
御
集
」
は
『
夫
木
抄
』
に
お
い
て
は
大
臣
ク
ラ
ス
の
人

に
用
い
ら
れ
る
「
家
集
」
の
謂
い
で
あ
る
。『
一
字
抄
』
は
こ
の
家
集

を
出
典
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、『
一
字
抄
』
所
収
歌
は
た
と

え
家
集
が
あ
る
歌
人
の
詠
で
も
そ
れ
に
入
集
し
な
い
歌
が
多
く
み
う

け
ら
れ
る
の
で
、
有
仁
の
歌
も
す
べ
て
が
こ
れ
に
拠
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
家
集
も
含
め
て
有
仁
の
詠
草
が
清
輔
に
提
供
さ
れ
た
と
思

し
い
が
、
こ
れ
は
雅
重
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清
輔
は
有
仁
よ
り
五
歳
年
少
で
あ
る
が
二
人
の
直
接
の
交
流
は
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
『
袋
草
紙
』
上
に
、『
古
今
集
』
の
証

拠
と
な
す
べ
き
善
本
と
し
て
「
花
園
左
府
御
本

貫
之
妹
自
筆
。
仮
名

序
あ
り
。
こ
れ
閑
院
贈
太
政
大
臣
本
の
伝
来
な
り
と
云
々
。
新
院

に
進
ら
し
む
る
所
な
り
。
そ
の
後
は
書
か
ず
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

た
て
ま
つ

こ
の
由
緒
正
し
き
本
は
「
閑
院
贈
太
政
大
臣
」
藤
原
実
季
の
伝
来
の

本
で
、
有
仁
が
「
新
院
」
崇
徳
院
に
献
上
し
た
本
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
本
に
つ
い
て
、
藤
原
教
長
『
古
今
集
註
』
に
も
、
輔
仁
親
王
が

所
持
し
て
い
た
当
本
が
有
仁
に
伝
わ
り
、
崇
徳
院
が
在
位
の
時
に
献

上
し
た
と
ほ
ぼ
同
趣
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
今
鏡
』「
花
の

あ
る
じ
」
で
は
、
皇
孫
で
、
賜
姓
に
よ
り
源
氏
に
な
っ
た
有
仁
を
し

き
り
に
光
源
氏
に
擬
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
有
仁
に
は
家
集

が
あ
り
、
清
輔
に
と
っ
て
有
仁
は
魅
力
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

次
に
、
有
仁
の
父
三
宮
輔
仁
親
王
（
一
〇
七
三
～
一
一
一
九
）
を

み
て
い
こ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
輔
仁
は
行
宗
の
女
婿
で
あ
る
。『
行
宗
集
』
に
は

輔
仁
に
関
わ
る
記
事
が
三
例
み
ら
れ
る
。

円
宗
寺
に
、
宮
御
共
に
ま
ゐ
り
て
、
花
前
述
懐

い
ろ
か
へ
ぬ
み
ど
り
の
ま
つ
に
こ
と
と
は
む
さ
き
ち
る
は
な
を

い
く
か
へ
り
み
つ
（
四
一
）

円
宗
寺
は
輔
仁
の
父
後
三
条
天
皇
の
御
願
寺
で
あ
り
、
仁
和
寺
の
近

辺
に
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。「
宮
」
は
輔
仁
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
金

葉
集
』
雑
上
の
、

円
宗
寺
の
は
な
を
御
覧
じ
て
後
三
条
院
御
事
な
ど
お
ぼ
し
い

で
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る

三
宮

う
ゑ
お
き
し
君
も
な
き
よ
に
と
し
へ
た
る
は
な
は
わ
が
身
の
こ

こ
ち
こ
そ
す
れ
（
五
一
八
）

と
同
じ
時
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
か
。

宮
に
御
経
申
す
と
て

ち
と
せ
へ
て
君
に
つ
か
へ
む
し
る
し
に
は
み
の
り
を
か
ね
て
わ

れ
に
さ
づ
け
よ
（
五
九
）

御
か
へ
し
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そ
れ
に
よ
り
人
を
み
ち
び
く
仏
だ
に
の
り
を
ば
を
し
む
も
の
と

こ
そ
き
け
（
六
〇
）

こ
れ
は
『
散
木
奇
歌
集
』
雑
上
に
、

修
理
大
夫
行
宗
が
往
生
要
集
を
か
り
て
か
き
う
つ
し
け
る
を
、

ほ
ど
へ
に
け
り
と
て
し
き
り
に
こ
ひ
か
へ
さ
れ
け
れ
ど
、
か

き
は
て
て
と
お
も
ひ
て
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

攀
於
期
が
荊
軻
に
か
う
べ
か
し
け
る
も
さ
こ
そ
は
つ
ひ
に
か
へ

さ
ざ
り
け
る

（
一
三
八
二
）

か
へ
し

修
理
大
夫
三
宮
御
製
云
云

燕
丹
が
深
き
意
を
尽
せ
ば
ぞ
於
期
も
首
を
蘇
り
よ
け
ん
（
一
三

八
三
）

と
あ
る
の
を
参
考
に
し
よ
う
。
源
俊
頼
（
一
〇
五
五
？
～
一
一
二
九
）

が
借
り
た
『
往
生
要
集
』
の
返
却
を
行
宗
が
催
促
し
て
き
た
の
で
『
史

記
』
の
説
話
を
持
ち
出
し
て
猶
予
を
乞
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
返
事

を
行
宗
あ
る
い
は
輔
仁
が
詠
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
行
宗
は
輔
仁

に
仏
教
を
教
え
る
ほ
ど
に
造
詣
の
深
い
こ
と
が
分
か
り
、
か
つ
二
人

の
親
交
ぶ
り
も
窺
い
う
る
。

い
ま
一
例
は
、

梅
花
当
簾

む
め
が
か
の
た
ま
ら
ず
に
ほ
ふ
こ
と
の
み
ぞ
し
ば
の
と
び
ら
の

と
り
ど
こ
ろ
な
る
（
六
三
）

こ
れ
を
き
き
て
、
又
の
つ
と
め
て
三
宮
の
か
ひ
の
君
の
も
と

よ
り

こ
こ
ろ
を
ぞ
し
ば
の
と
び
ら
に
と
ど
め
く
る
む
め
の
に
ほ
ひ
の

な
べ
て
な
ら
ね
ば
（
六
四
）

で
あ
る
。
詠
歌
情
況
は
明
確
で
は
な
い
が
、
行
宗
が
あ
る
歌
会
等
で

「
梅
花
当
簾
」
で
詠
ん
だ
こ
と
を
聞
い
た
輔
仁
の
女
房
が
行
宗
に
同

題
で
の
詠
歌
を
遣
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
袋
草
紙
』
上
に
は
輔
仁
と
行
宗
に
つ
い
て
の
著
名
な
逸
話
が
み

ら
れ
る
。

嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
八
月
二
八
日
に
催
行
の
「
郁
芳
門
院
媞

子
内
親
王
前
栽
合
」
に
お
い
て
、
行
宗
の
歌
「
物
ご
と
に
秋
の
け
し

き
は
し
る
け
れ
ど
先
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上
風
」
が
大
江
匡
房
の
「
白

風
に
そ
よ
ぐ
音
の
み
絶
え
ず
し
て
い
づ
ら
は
春
の
荻
の
や
け
は
ら
」

に
勝
っ
た
折
に
、「
三
宮
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
、「
匡
房
に
合
ひ
て
勝

つ
の
条
、
こ
れ
義
家
の
顔
を
打
つ
が
如
し
」
と
云
々
。」
と
あ
る
。「
義

家
」
は
八
幡
太
郎
義
家
（
一
〇
三
九
～
一
一
〇
六
）
で
、
猛
将
と
し

て
知
ら
れ
、
匡
房
に
兵
法
を
学
ぶ
。
行
宗
が
匡
房
に
勝
っ
た
こ
と
は
、

あ
の
義
家
の
顔
を
殴
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
と
輔
仁
は
行
宗
を
激
賞
す

る
の
で
あ
る
。
輔
仁
は
時
に
二
十
三
歳
で
あ
り
、
当
時
結
婚
し
て
い

た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
義
家
の
女
婿
で
あ
る
。
こ
の
「
物

ご
と
に
」
詠
は
行
宗
が
こ
の
「
前
栽
合
」
で
藤
原
公
実
に
も
勝
っ
た
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「
花
薄
な
び
か
ざ
り
せ
ば
い
か
に
し
て
吹
く
秋
風
の
方
を
知
ら
ま
し
」

と
と
も
に
『
行
宗
集
』
に
「
鳥
羽
殿
前
栽
合
」
と
し
て
「
荻
」（
八
番
）、

「
薄
」（
七
番
）
で
入
り
、
ま
た
『
続
詞
花
集
』
秋
下
に
は
「
鳥
羽
殿

前
栽
合
に
」
と
し
て
「
花
薄
」
詠
（
二
三
四
番
）
が
み
ら
れ
、「
秋
風

に
な
び
く
す
す
き
と
し
り
な
が
ら
い
く
た
び
の
べ
に
立
ち
と
ま
る
ら

ん
」（
顕
季
詠
、
二
三
五
番
）、「
物
ご
と
に
」
詠
（
二
三
六
番
）
と
並

置
さ
れ
て
入
集
す
る
。

さ
ら
に
輔
仁
は
雅
重
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
雅
重
は
斎
院
長
官
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
折
の
斎
院
は
行
宗
女
所
生
の
輔
仁
女
の
怡
子
内
親

王
で
あ
り
、
そ
の
期
間
は
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
一
二
月
か
ら
平

治
元
年
（
一
一
五
九
）
閏
五
月
で
あ
っ
た
（
卜
定
の
こ
と
は
『
行
宗

集
』
一
〇
八
番
に
あ
る
）。
雅
重
の
長
官
と
し
て
の
事
績
は
康
治
元
年

（
一
一
四
二
）
に
最
も
早
く
み
ら
れ
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
四

月
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
（
５
）
。
こ
の
在
任
は
輔
仁
没
後
で
は
あ
る
が
、

そ
の
縁
戚
関
係
で
強
く
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

輔
仁
の
和
歌
事
績
を
み
よ
う
。

『
一
字
抄
』
以
前
の
『
金
葉
集
』
に
九
首
、
以
後
の
『
千
載
集
』

五
首
、『
新
古
今
』
一
首
入
集
と
、
有
仁
と
ほ
ぼ
同
じ
扱
い
を
う
け
て

い
る
が
、『
詞
花
集
』
入
集
は
な
い
。『
一
字
抄
』
に
は
「
三
宮
」
と

し
て
六
首
採
ら
れ
て
い
る
（
集
内
の
重
出
歌
は
な
し
）。
こ
の
う
ち
、

『
金
葉
集
』
入
集
が
一
首
あ
り
、
こ
れ
は
『
一
字
抄
』
と
歌
題
等
ま

っ
た
く
異
同
が
な
く
、
残
り
の
五
首
が
独
自
歌
と
な
る
。『
続
詞
花
集
』

に
は
三
首
入
集
す
る
（
以
前
の
歌
集
に
は
み
ら
れ
な
い
）
が
、
こ
れ

は
有
仁
と
同
じ
歌
数
で
あ
る
。

清
輔
の
輔
仁
へ
の
思
い
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
輔
仁
の
没
は

清
輔
の
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
輔
仁
の
出
家
に
際
し
て
は
、『
中
右
記
』

に
「
才
智
甚
高
、
能
有
文
章
、
天
之
良
人
、
誠
惜
哉
」（
元
永
二
年
一

一
月
二
四
日
）、
没
し
た
二
八
日
に
は
「
吁
嗟
哀
哉
、
風
月
之
遊
已
滅

天
下
了
」
と
み
え
、
藤
原
宗
忠
は
風
流
才
子
で
も
あ
っ
た
輔
仁
を
愛

惜
し
て
い
る
。
清
輔
は
輔
仁
・
有
仁
父
子
と
も
ど
も
に
大
い
な
る
興

味
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
和
歌
に
執
し
た
好
士
達
の

逸
話
が
『
袋
草
紙
』
上
に
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も

雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。

清
輔
は
彼
ら
へ
の
関
心
か
ら
『
一
字
抄
』
等
へ
の
入
集
は
当
初
か

ら
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。
父
子
の
入
集
歌

数
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
『
続
詞
花
集
』
入
集
が
三
首
で
あ
り
、
こ

れ
は
同
じ
三
首
の
雅
重
と
同
様
に
厚
遇
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
（
雅
重

も
二
人
と
同
歌
数
で
あ
る
の
は
偶
然
か
）。
し
か
し
『
一
字
抄
』
に
お

い
て
は
輔
仁
六
首
、
有
仁
一
三
首
と
違
い
を
み
せ
る
も
、
こ
れ
は
有

仁
の
家
集
の
存
在
に
拠
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
に
事
績
に
相
応
し
い

扱
い
を
う
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
雅
重
を
介
し
て
輔
仁
親
王
と
源
有
仁
に
ま
で
言
及
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し
た
が
、『
一
字
抄
』
以
前
の
歌
集
に
他
出
が
確
認
で
き
な
い
独
自
歌

が
輔
仁
は
五
首
（
全
六
首
）、
有
仁
は
八
首
（
全
一
三
首
）、
さ
ら
に

『
続
詞
花
集
』
で
は
と
も
に
三
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
入
手
先
は
、

行
宗
詠
同
様
に
雅
重
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
輔
仁

は
清
輔
が
十
二
歳
の
時
に
没
し
て
お
り
、
か
つ
有
仁
に
お
い
て
は
清

輔
と
の
直
接
の
交
流
は
資
料
的
に
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、

清
輔
は
彼
ら
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
雅
重
を
通
じ
て
家
集
や
歌
稿
を
提

供
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

清
輔
は
な
ぜ
行
宗
の
歌
を
多
く
採
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
輔
仁

・
有
仁
に
相
応
し
い
評
価
を
与
え
た
の
と
同
様
に
行
宗
も
入
集
歌
数

か
ら
み
て
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。

行
宗
は
白
河
院
近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
の
関
係
で
顕
季
・
長
実
・
顕
輔
ら
が
参
加
す
る
歌
合
や
歌
会
に
多

く
出
席
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
煩
を
厭
わ
ず
紹
介
す
る
と
、
最
初
は

前
述
の
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
八
月
二
八
日
の
「
郁
芳
門
院
媞
子

内
親
王
前
栽
合
」
で
あ
る
。
和
歌
の
作
者
は
顕
季
・
顕
輔
の
ほ
か
、

顕
季
の
長
男
長
実
と
二
男
家
保
、
藤
原
公
実
・
藤
原
通
俊
・
藤
原
実

行
・
大
江
匡
房
・
周
防
内
侍
な
ど
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
、
行
宗
は

三
十
二
歳
、
従
四
位
上
、
匡
房
と
公
実
に
勝
つ
と
い
う
健
闘
ぶ
り
で

あ
っ
た
。

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
四
月
四
日
に
は
「
鳥
羽
殿
北
面
歌
合
」

が
行
な
わ
れ
る
。
主
催
者
は
白
河
院
、
顕
季
・
長
実
・
顕
輔
・
源
雅

定
・
藤
原
仲
実
ら
が
歌
人
で
あ
り
、
院
司
や
院
近
臣
の
人
々
に
よ
る

歌
合
で
あ
る
。

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
六
月
二
九
日
に
は
「
右
兵
衛
督
家
歌
合
」

が
行
な
わ
れ
、
主
催
者
は
実
行
、
顕
季
の
女
婿
で
あ
る
。
顕
季
（
判

者
を
兼
ね
る
）・
長
実
・
顕
輔
・
俊
頼
・
雅
定
・
永
縁
法
師
な
ど
の
知

名
歌
人
の
ほ
か
顕
季
妻
も
い
る
。
伝
本
は
孤
本
で
ほ
と
ん
ど
が
勝
負

付
だ
け
で
あ
る
が
、『
袋
草
紙
』
下
に
は
そ
の
一
部
が
詳
し
い
判
詞
を

付
し
た
形
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
顕
季
自
身
に
よ
る
記
録
が
清
輔
に

伝
え
ら
れ
た
も
の
か
。

元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
四
月
一
一
日
に
は
平
等
院
に
お
い
て
行

宗
の
同
母
兄
の
行
尊
大
僧
正
の
も
と
で
「
逆
修
結
願
和
歌
会
」
が
行

な
わ
れ
る
が
、
行
宗
以
外
の
参
加
者
は
顕
季
・
長
実
・
顕
輔
・
俊
頼

・
雅
定
・
実
行
・
顕
仲
ら
で
あ
り
、「
止
宿
草
庵
」
で
詠
ま
れ
、『
六

条
修
理
大
夫
集
』
や
『
行
宗
集
』
に
み
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
元
永
二
年
七
月
一
〇
日
に
は
「
院
北
面
和
歌
会
」

が
行
な
わ
れ
、
顕
季
・
長
実
・
雅
定
・
実
行
・
雅
兼
な
ど
の
参
加
者

は
ほ
と
ん
ど
が
白
河
院
の
近
臣
近
習
で
あ
っ
た
。
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白
河
院
崩
御
（
一
一
二
九
年
）
後
で
あ
る
が
、
長
承
三
年
（
一
一

三
四
）
九
月
一
三
日
に
は
「
中
宮
亮
顕
輔
家
歌
合
」
が
行
な
わ
れ
る
。

顕
季
は
既
に
亡
く
、
判
者
に
藤
原
基
俊
を
む
か
え
、
顕
輔
・
雅
定
・

神
祇
伯
顕
仲
・
藤
原
顕
方
（
清
輔
の
同
母
兄
）・
藤
原
成
通
（
母
は
顕

季
女
）
ら
で
あ
り
、
行
宗
は
「
修
理
権
大
夫
」
の
肩
書
き
で
参
加
し

て
い
る
。
そ
の
一
部
が
詳
細
な
判
詞
を
簡
略
に
し
た
形
で
『
袋
草
紙
』

下
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
行
宗
は
六
条
藤
家
の
な
か
で
も
特
に
顕
季
（
一
〇
五
五
～

一
一
二
三
）
と
は
公
私
と
も
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
一
月
に
長
く
散
位
で
あ
っ
た
行
宗
は
五

十
七
歳
で
修
理
権
大
夫
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
上
司
の
大
夫
が
顕

季
で
あ
っ
た
。
顕
季
の
修
理
大
夫
と
し
て
の
在
任
は
寛
治
八
年
（
一

〇
九
四
）
七
月
か
ら
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
一
二
月
ま
で
と
長
い

が
、
二
人
が
同
僚
の
期
間
は
三
年
弱
で
あ
っ
た
。
行
宗
が
多
く
の
歌

合
に
参
加
し
た
こ
と
も
与
っ
て
顕
季
が
推
挙
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

個
人
的
な
親
交
は
行
宗
が
散
位
の
折
の
顕
季
と
の
贈
答
に
み
ら
れ

る
。『
六
条
修
理
大
夫
集
』
に
、

こ
の
歌
を
き
き
て
前
兵
衛
佐
ゆ
き
む
ね
の
君
の
も
と
よ
り

ふ
ぢ
の
は
な
見
ぬ
よ
そ
人
の
こ
こ
ろ
に
も
き
く
に
つ
け
て
ぞ
な

ほ
か
か
り
け
る
（
一
三
六
）

返
し

ふ
ぢ
の
花
こ
こ
ろ
に
か
か
る
も
の
な
ら
ば
た
づ
ね
て
ま
つ
も
な

ど
か
み
ざ
ら
ん
（
一
三
七
）

と
あ
る
。「
兵
衛
佐
」
と
し
て
の
最
後
の
事
績
が
確
認
さ
れ
る
の
は
寛

治
七
年
（
一
〇
九
三
）
一
〇
月
三
日
の
日
吉
社
御
幸
で
あ
る
。「
こ
の

歌
」
と
は
、

東
山
観
音
寺
と
い
ふ
所
に
て
ふ
ぢ
の
花
い
と
め
で
た
か
り
し

に
、
人
人
、
藤
并
恋
歌
よ
み
し
に

ひ
た
す
ら
に
い
ま
も
む
か
し
も
わ
す
ら
れ
で
心
に
か
か
る
ふ
ぢ

の
は
な
か
な
（
一
三
四
）

し
る
ら
め
や
お
と
に
の
み
き
く
か
づ
ら
き
の
や
ま
の
み
ね
ど
も

こ
ひ
わ
た
る
と
は
（
一
三
五
）

を
指
す
。
こ
の
東
山
観
音
寺
で
の
こ
と
は
『
散
木
奇
歌
集
』
春
に
、

修
理
大
夫
顕
季
、
観
音
寺
の
藤
花
さ
か
り
な
り
と
聞
き
て
、

見
に
ま
か
り
け
る
に
さ
そ
は
れ
け
れ
ば
、
ま
か
り
て
よ
め
る

吹
く
風
に
ふ
ぢ
え
の
う
ら
を
み
わ
た
せ
ば
波
は
こ
ず
ゑ
の
物
に

ぞ
有
り
け
る
（
一
八
二
）

と
あ
り
、
同
じ
時
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
一

三
六
番
歌
は
顕
季
に
誘
わ
れ
な
か
っ
た
行
宗
の
恨
み
言
の
歌
と
な
り
、

こ
こ
に
両
人
の
親
し
い
関
係
を
窺
い
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
『
行
宗
集
』
に
は
い
つ
の
こ
と
か
不
明
な
が
ら
、

鳥
羽
ど
の
に
て
暁
郭
公
を
聞
き
て
、
修
理
大
夫
の
も
と
へ
つ
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か
は
し
し

き
く
ら
め
や
み
や
ま
た
ち
い
で
て
ほ
と
と
ぎ
す
い
ま
こ
そ
き
な

け
と
ば
た
の
わ
た
り
に
（
三
〇
）

か
へ
し

顕
季
卿

よ
も
す
が
ら
ね
で
ま
つ
も
の
を
ほ
と
と
ぎ
す
お
な
じ
わ
た
り
に

わ
き
て
な
く
ら
む
（
三
一
）

同
じ
人
、
と
し
ご
と
に
か
み
が
み
を
つ
か
は
し
し
、
た
づ
ね

に
つ
か
は
し
た
り
し
か
ば

な
ほ
ざ
り
の
こ
と
の
は
を
だ
に
き
か
ま
し
や
あ
ふ
ぎ
の
か
ぜ
の

た
よ
り
な
ら
ず
は
（
三
二
）

か
へ
し

な
ほ
ざ
り
の
か
ぜ
の
た
よ
り
と
お
も
ふ
な
よ
こ
の
か
み
が
み
も

か
け
て
ち
か
は
む
（
三
三
）

と
あ
る
。

叙
上
の
よ
う
に
、
行
宗
は
六
条
藤
家
と
縁
戚
関
係
に
は
な
い
が
、

強
固
な
繋
が
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
と
清
輔

に
お
い
て
、
行
宗
は
歌
人
と
し
て
は
高
い
評
価
に
値
す
る
存
在
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
行
宗
詠
は
顕
輔
撰
『
詞
花
集
』
に
は
反
映
さ
れ
て

お
ら
ず
、
わ
ず
か
一
首
し
か
入
集
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。『
詞
花
集
』

の
成
立
は
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
久
安

六
年
（
一
一
五
〇
）
一
二
月
八
日
以
降
、
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）

五
月
二
八
日
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
一
字
抄
』
と
時
期

的
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。『
詞
花
集
』
は
四
一
五
首
ほ
ど
の
歌
数
で
、

し
か
も
『
金
葉
集
』
の
成
立
か
ら
二
〇
数
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
た

め
、『
拾
遺
集
』『
後
拾
遺
集
』
時
代
の
歌
人
が
歌
数
の
半
分
を
占
め

る
状
態
で
あ
り
、
当
代
歌
人
は
か
な
り
入
集
す
る
も
の
の
歌
数
と
し

て
は
一
首
の
歌
人
が
多
い
。
当
代
歌
人
と
し
て
も
よ
い
他
な
ら
ぬ
行

宗
も
一
首
歌
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
条
藤
家
が
関
わ
る
歌
合
等
に

出
詠
す
る
藤
原
顕
綱
男
の
道
経
（
生
没
年
未
詳
）
は
二
首
（『
金
葉
集
』

は
な
し
）、源
俊
房
男
の
師
頼
（
一
〇
六
八
～
一
一
三
九
）は
三
首
（『
金

葉
集
』
は
五
首
）、
藤
原
忠
教
男
の
教
長
（
一
一
〇
九
～
八
〇
こ
ろ
ま

で
生
存
か
）
は
二
首
（『
金
葉
集
』
は
な
し
）、
藤
原
公
実
男
の
実
行

（
一
〇
八
〇
～
一
一
六
二
）
は
二
首
（『
金
葉
集
』
は
六
首
）
入
集
す

る
。
各
歌
人
の
『
一
字
抄
』
と
『
続
詞
花
集
』
へ
の
入
集
歌
数
を
み

る
と
、
道
経
は
無
し
と
四
首
、
師
頼
は
二
首
と
二
首
、
教
長
は
無
し

と
七
首
、
実
行
は
一
六
首
と
四
首
と
い
う
よ
う
に
清
輔
は
お
の
お
の

に
そ
れ
な
り
の
評
価
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
輔
は
『
詞

花
集
』
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
行
宗
は
こ
れ
ら
歌
人
と
ま
っ
た

く
遜
色
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
首
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
不
満

を
抱
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
な
く
と
も
『
詞
花
集
』

を
め
ぐ
っ
て
は
父
子
の
関
係
は
け
っ
し
て
良
好
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
ほ
ぼ
同
時
期
の
『
一
字
抄
』
に
は
三
八
首
、
そ
し
て
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『
続
詞
花
集
』
に
六
首
と
多
く
入
集
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
個
人
的
な
贔
屓
も
大
い
に
あ
り
う
る
。
和
歌
の
選
定
は

も
っ
と
も
私
情
の
入
り
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程
度
は
や
む
を

得
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
『
詞
花
集
』
は
六
条
藤
家
ゆ
か

り
の
人
物
が
多
く
入
集
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
６
）
、
ま
た
当

代
歌
人
の
入
集
は
概
し
て
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
三

八
首
と
六
首
の
入
集
は
か
な
り
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ

る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
、
清
輔
は
行
宗
詠
お
よ
び
行
宗
と
縁
戚
関
係
に
あ
る

輔
仁
・
有
仁
の
詠
歌
を
雅
重
か
ら
提
供
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
清
輔
が
『
一
字
抄
』
の
編
纂
、
あ
る
い
は
和
歌

資
料
集
成
的
な
歌
書
を
企
図
し
て
要
請
し
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
後
に
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
以
前
の
成
立

と
さ
れ
る
大
部
な
『
題
林
』（
散
佚
）
と
し
て
結
実
し
、
さ
ら
に
晩
年

に
増
補
さ
れ
た
『
扶
桑
葉
林
』（
佚
文
の
み
残
存
）
へ
と
発
展
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

和
歌
の
引
用
は
、『
清
輔
集
』
は
拙
著
『
清
輔
集
新
注
』、

他
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。『
袋
草
紙
』
は
「
新
日
本

古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。『
長
秋
記
』『
中
右
記
』
は
「
増

補
史
料
大
成
」
に
よ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
源
行
宗
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
酒
井
美
穂
「
源
行
宗
年
譜
」

（「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
六
十
四
号
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
『
平
安
時
代
史
事
典
』
所
収
「
三
条
西
殿
」
項
（
朧
谷
寿
執
筆
）

（
３
）
源
有
仁
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
加
畠
吉
春
「
源
有
仁
年
譜

〔
付
〕
有
仁
と
そ
の
文
学
サ
ロ
ン
」（「
平
安
朝
文
学
研
究
」
復
刊

第
五
号
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
所
収
「
Ⅱ
二
条
天

皇
と
そ
の
周
辺

第
六
章
二
条
天
皇
内
裏
百
首
―
雅
重
・
定
隆
・

通
能
―
」

（
５
）
（
４
）
に
同
じ
。

（
６
）
松
田
武
夫
『
詞
花
集
の
研
究
』

（
本
学
名
誉
教
授
）


